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我々は世界初の太陽フレアの軟/硬X 線撮像分光観測に成功した日米共同・太陽観測ロケット実験FOXSI-4、FOXSI-5 搭
載用高角度分解能X 線望遠鏡を開発してきた。FOXSI-4 打ち上げ後は低コスト・短期間開発が可能な、超小型衛星や観
測ロケット等の小型飛翔体搭載に向けた高感度X 線撮像分光装置の開発を進めている(2026年春季年会 三石他)。小型飛
翔体搭載にあたり、望遠鏡を小型化(=小口径・短焦点距離化) かつ軽量化する必要があり、設計パラメータの再検討が求
められる。また、有効面積拡大のためにシェル型反射鏡を同心円状に複数枚配置する場合、反射鏡全体での性能やその
構造特有の影響を調査する必要がある。これまでに、我々独自で開発した光線追跡シミュレータを用いて、50 cm級超
小型衛星搭載に向けた焦点距離250 mmの反射鏡を複数枚配置したケースに対し評価を行い、複雑な入射エネルギー依
存性や、迷光の経路を明らかにしてきた(2026年春季年会 石田他)。

今回は6Uサイズの超小型衛星搭載に向けた焦点距離100 mm・口径5、10、20 mm の反射鏡を配置した構造に対してシ
ミュレータを用いた性能予測を行った。その結果、非光軸角10分角において、口径5、10、20mmの結像性能(HPD :
Half Power Diameter)がそれぞれ、30、80、300秒角となり、口径依存性が確認された。また、反射鏡全長への依存性
も確認され、口径20 mmの場合、非光軸角30分角において全長100 mmで300秒角、50 mmで150秒角となり、全長が短
くなるにつれて角度分解能が改善することが確認された。本講演では、その他の口径についての結像性能の詳細につい
ても報告する。
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